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大
田
工
業
連
合
会
と
大
田
区
産
業
経
済

部
産
業
振
興
課
は
２
月
１５
日
、
京
急
空
港
線

天
空
橋
駅
直
結
の
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
テ
ィ
Ｐ
ｉ
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
で

「
ロ
ボ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」を
開
催
し
た
ｏオ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
イ
ク
ロ
ブ
リ
ツ
ク
社
が

発
売
す
る
教
育
用
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
カ
ー

「Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｓ
エ
ジ
ソ
ン

ロ
ボ
ッ
ト
Ｖ
３
」
を
使
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
内
容
で
、
講

師
は
株
式
会
社
ビ
ー
ト
ラ
ン
ス
の
原
田
洋

一
社
長
が
務
め
た
。
教
室
は
午
前
と
午
後

に
行
わ
れ
、
小
学
３
年
か
ら
中
学
１
年
生

ま
で
合
計
２９
名
が
参
加
し
た
。

エ
ジ
ソ
ン
の
ボ
デ
ィ
を
上
か
ら
見
る
と
、

一
片
が
婉
曲
し
た
四
角
形
と
い
う
食
パ
ン

の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
。
本
体
後
部
に
タ
イ

ヤ
が
二
つ
付
い
て
い
る
。
原
田
先
生
は

「人

間
の
体
も
色
々
な
物
事
を
検
知
す
る
が
、
エ

ジ
ソ
ン
に
も
４
つ
の
セ
ン
サ
ー
が
付
い
て

い
る
」
と
説
明
。
エ
ジ
ソ
ン
に
は
赤
外
線

セ
ン
サ
ー
や
、
光
セ
ン
サ
ー
、
音
セ
ン
サ
ー

が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従

い
前
進
、
回
転
、
後
進
が
可
能
だ
。
５
分

ほ
ど
操
作
し
な
い
で
い
る
と
、
自
動
で
電

源
が
切
れ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
仕
様
に
な
っ

て
い
る
。
「家
で
充
電
す
る
時
は
専
用
の
ケ
ー

ブ
ル
を
使
っ
て
充
電
し
て
下
さ
い
」
と
、
エ

ジ
ソ
ン
の
基
本
仕
様
を
説
明
し
た
。

次
は
会
場
の
後
方
に
設
置
し
た
実
験
ス

ペ
ー
．ス
に
移
動
し
、
エ
ジ
ソ
ン
を
実
際
に
動

か
し
て
み
た
。
エ
ジ
ソ
ン
は
赤
外
線
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で
対
象
に
光
を
当
て
、
そ
の
跳
ね
返
り

を
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
で
検
知
す
る
。
そ
れ
を

使
う
こ
と
で
、黒
い
線
に
沿
っ
て
動
い
た
り
、

方
向
を
変
え
た
り
す
る
な
ど
の
駆
動
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
赤
外
線
セ
ン

サ
ー
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
で
操

作
が
で
き
た
り
、
手
を
叩
く
音
に
反
応
し
て

動
き
を
変
え
た
り
で
き
る
。
原
田
先
生
の
説

明
を
聞
い
た
子
供
た
ち
は
、
自
分
の
エ
ジ

ソ
ン
を
持
ち
、実
験
ス
ペ
ー
ス
や
床
の
上
で
、

思
い
思
い
に
エ
ジ
ソ
ン
を
動
か
し
た
。

実
験
ス
ペ
ー
ス
に
は
黒
く
太
い
線
を
書

い
た
白
い
紙
が
あ
り
、
エ
ジ
ソ
ン
は
黒
い

線
に
沿
っ
て
動
く
。
ま
た
、
音
に
も
反
応

す
る
た
め
パ
チ
パ
チ
と
手
を
叩
い
た
り
、

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を
使
い
、
複
数
台
の

エ
ジ
ソ
ン
を

一
緒
に
動
か
す
子
供
も
い
た
。

黒
い
線
で
描
か
れ
た
土
俵
の
中
で
は
、
複

数
台
の
エ
ジ
ソ
ン
が
相
撲
の
よ
う
に
ぶ
つ

か
り
合
い
を
繰
り
広
げ
た
。

一
通
り
駆
動
方
法
を
学
ぶ
と
、
最
後
は
、

エ
ジ
ソ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ん
だ
。
子

供
た
ち
は
、
ブ
ロ
ツ
ク
の
よ
う
に
ビ
ジ
ュ

ア
ル
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
入
力
し
、
エ
ジ
ソ
ン
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
転
送
。
そ
の
後
実
験
ス
ペ
ー
ス

の
Ｓ
字
型
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
、
工

・ジ
ソ

ン
を
走
ら
せ
た
。

、　
し
か
し
、
最
初
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か

な
い
。
直
進
す
る
時
間

（距
離
）、
旋
回
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
だ
。
子
供
た
ち
は
テ

ス
ホ
コ
ー
ス
の
近
く
で
実
験
と
再
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
繰
り
返
す
事
で
、
次
々
に
コ
ー

ス
を
走
破
し
て
い
っ
た
。　
　
　
　
　
′

小
学
５
年
生
の
佐
野
眺
成
さ
ん
は
、
「も

と
も
と
ロ
ボ
ツ
ト
教
室
に
通
っ
て
お
り
、
興

味
が
あ
っ
て
参
加
し
た
。
エ
ジ
ソ
ン
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
最
後
の
直
線
の
と
こ
ろ
が
難

し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」と
語
っ
た
。

小
学
３
年
生
の
中
村
美
晴
さ
ん
は

「プ
ロ

グ
ラ
ム
は
未
経
験
だ
っ
た
け
れ
ど
、
興
味
が

あ
っ
て
参
加
し
た
。走
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、

エ
ジ
ソ
ン
で
音
楽
を
鳴
ら
せ
た
り
し
て
面

白
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

…

S字コースの走破を目指し挑戦

《総合部門賞》    ・広沢電機工業株式会社
・株式会社三美テックス

《まちに優しい部門賞》・広沢電機工業株式会社

《人に優しい部門賞》 ・株式会社三美テックス

《審査員特別質》   ・電化皮膜工業株式会社

《認定工場》     ・大肯精密株式会社
・株式会社グーテンベルク

・有限会社里中精機第4工場

・三和打抜工業株式会社

・信和パーツ株式会社

・株式会社北海鉄工所

・株式会社渡辺精機

※広沢電機工業株式会社と株式会社三美テックスは、2賞のダブル受賞になります。

エジソンで相撲

受賞・認定された企業をご紹介します。

皆様、おめでとうこざいます。

ら一めん缶 (醤油ら一めん/ピリ辛味噌ら一めん)(株式会社丸山製麺)

タタメルバイク(株式会社 iCOMA)

上肢用揺動訓練装置「ハンドジグリング」 (Shhei Medkal株式会社)

超音波モータ用 2軸位置制御コントローラ「PSMC― RPl」 (株式会社同ezo sonk)

PC遠隔操作溶接ロボットシステム「WELDEMOTO」      I
(株式会社ロボットテクニカルセンター)

ノックアウト差込み式 (クイックロック)樹脂製ケーブルグランドコネクタ型式
「E2BGQ」 (株式会社三桂製作所)

「おてがる水産
①
」無換水魚介類飼育システム (株式会社ウィズアクア)

プレスショットカウンター「PSC-07MTL」 (株式会社コスモネット)

やさしい風のイオナイザ「Ml」 (フィーサ株式会社)´

【大田区優工場新製品。新技術コンクール】

《最優秀賞》・

《優秀賞》 ・

働 動  ・

U

訥 fルプロ合の再彎眠を使用鶴
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‐
青年部、過去最多の12社が共同出展

大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
の
有
志
１２
社
は
、
２
月
４
日
か
ら

６
日
ま
で
横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
開
か
れ
た

「テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ

コ
ハ
マ
２
０
２
６

（第
４７
回
工
業
技
術

見
本
市
）
に
共
同
出
展
し
た
。
出
展
企

業
は

（同
）Ｅ
メ
タ
ル
、
（株
）
エ
ポ
ゾ
ー

ル
、
（株
）
極
東
精
機
製
作
所
、
（株
）

弘
機
商
会
、
（株
）
志
村
精
機
製
作
所
、

（株
）泰
信
製
作
所
、
（有
）中
央
製
作
所
、

ト
キ
ワ
精
機
（株
）、
（株
）西
居
製
作
所
、

（株
）松
浦
製
作
所
、
（株
と
口原
製
作
所
、

（株
）渡
辺
精
機
で
、
過
去
最
多
と
な
る

‐２
社
。
事
前
に
、
展
示
会
で
役
立
つ
接

客
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー

が
、
大
田
区
か
ら
多
摩
川
を
渡
り
、
横

浜
で
自
社
の
技
術

・
製
品
を
Ｐ
Ｒ
。
バ

イ
ク
部
品
な
ど
を
加
工
す
る
泰
信
製
作

所
の
林
田
由
加
里
社
長
は

「神
奈
川
の

製
造
業
に
、
大
田
区
の
加
工
技
術
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

今
回
の
初
出
展
は
Ｅ
メ
タ
ル
、
中

央
製
作
所
、
ト
キ
ワ
精
機
、
西
居
製
作

所
、
吉
原
製
作
所
の
５
社
。

Ｅ
メ
タ
ル
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
加
工

品
を
展
示
し
た
。
同
社
は
手
の
ひ
ら
よ

り
も
小
さ
い
、
丸
物
の
加
工
が
得
意
。

大
手
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
試
作
の
ほ

か
、
医
療
や
自
動
車
関
係
の
部
品
も
製

造
。
図
面
が
な
く
と
も
現
物
か
ら
３
Ｄ

デ
ー
タ
を
起
こ
し
加
工
で
き
る
の
も
特

徴
だ
。
同
社
の
緑
川
玲
子
代
表
は

「大

森
工
場
協
会
か
ら
の
誘
い
が
あ
り
初
出

展
し
た
。
当
社
は
企
業
だ
け
で
な
く
個

人
か
ら
の
製
作
も
請
け
負

っ
て
い
る
。

横
浜
で
新
た
な
お
客
さ
ん
に
出
会
え
た

酎庁

|

黎 ‐
―
ぢ

幹 ―ゴ

来場者で賑わう青年部ブース

″　

　

Ｖ

中央製作所、永岡 修平工場長

極東精機製作所のバリオンロール

う 0

Eメ ダル、緑川 玲子代表社員

ら
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

中
央
製
作
所
は
、
樹
脂
切
削
の
サ

ン
プ
ル
品
を
展
示
。
永
岡
修
平
工
場
長

は

「当
社
は
１
０
０
０
以
上
の
量
産
が

得
意
。
新
し
い
お
客
さ
ん
も
開
拓
し
て

い
き
た
い
」
と
出
展
の
狙
い
を
語

っ
た
。

西
居
製
作
所
は
、
同
社
が
得
意
と

す
る
小
物
、
薄
物
の
プ
レ
ス
加
エ
サ
ン

プ
ル
を
展
示
。
２。
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
極

薄
の
材
料
や
、
表
面
が
光
沢
し
て
い
る

鏡
面
材
を
、
傷
つ
け
ず
に
加
工
で
き
る

技
術
を
持
つ
。
光
学
部
品
や
情
報
家
電

の
部
品
、
自
動
車
部
品
な
ど
を
日
本
と

タ
イ
の
二
拠
点
で
製
造
。
西
居
徳
和
社

長
は

「今
回
の
出
展
を
タ
イ
エ
場
の
仕

事
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
と
対
応
力

に
自
信
あ
り
、
と
胸
を
張
る
の
は
吉
原

製
作
所
の
吉
原
保
取
締
役
。
Ｎ
Ｃ
旋
盤

に
よ
る
試
作
品
な
ど
小
ロ
ッ
ト
品
を
得

意
と
す
る
、
と
来
場
者
に
説
明
し
た
。

ト
キ
ワ
精
機
は
自
社
製
品
の
配
管

継
手

「
ま
る
み
君
」

を
、
テ
ー
ブ
ル
に
立

体
的
に
配
置
し
Ｐ
Ｒ

し
た
。
極
東
精
機
製
作

所

は
、
自
社
製

品

で
あ

る
美
容
機
器

「
フ
ェ
イ
ス
ポ
イ
ン

タ
ー
」
の
ほ
か
、
昨

年
Ｈ
月
に
発
売
し
た

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
具

「バ
リ
オ
ン
ロ
ー
ル
」

を
出
展
し
た
。

弘
機
商
会
は
自
社
商
品
で
あ
る
ス

ピ

ン
式

の
カ
シ
メ
装
置
を
並
べ
た
。

一
般
的
な
プ
レ
ス
式
の
カ
シ
メ
機
に

比
べ
、
８
分
の
１
の
少
な
い
力
で
カ

シ
メ
る
の
が
特
徴
で
、
内
視
鏡
の
先

端
部
分
の
製
造
な
ど
医
療
分
野
で
使

わ
れ
て
い
る
。
高
原
隆

一
社
長
は

「昨

年

こ
の
展
示
会

に
出

て
受
注

に
繋

が

っ
た
。
こ
の
展
示
会
と
当
社
は
相

性
が
良
い
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

志
村
精
機
製
作
所
は
、
同
社
の
強

み
で
あ
る
超
精
密
加
工
品
を
並
べ
た
。

虫
眼
鏡
で
拡
大
し
な
い
と
見
え
な
い

日
本
刀
な
ど
を
紹
介
し
、
技
術
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

エ
ポ
ゾ
ー
ル
は
、
軟
質
樹
脂
に
金

型
を
浸
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
を

作
る
デ
ィ
ッ
プ
成
型
を

「
柔
ら
か
い

樹
脂
成
形
」
と
し
て
説
明
。
松
浦
製

作
所
は
薄
物
な
ど
精
密
加
工
品
の
ほ

か
、
自
社
で
開
発
中
の
腕
時
計
な
ど

を
展
示
。
渡
辺
精
機
は
高
精
度
加
工

し
た
サ
ン
プ

ル
品
を
紹
介
し
、
来
場

者
の
注
目
を
集
め
た
。

吉原製作所の吉原 保取締役

田

‐

!

弘機商会の高原 隆―社長

●
３
工
〓
一

と
こ

と

Ｆ．∝
０は

ヽ ●●
｀
1

躍
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》賀詞交歓会●《新春講演会
「風船会計」で社員のやる気を引き出す

２
０
２
６
年
二
月
、
大
田
工
業
連

合
会
が
関
連
す
る
新
年
賀
詞
交
歓
会

が
開
催
さ
れ
た
。
１
月
９
日
に
当
会
、

東
京
商
工
会
議
所
大
田
支
部
、
大
田
区

商
店
街
連
合
会
に
よ
る
賀
詞
交
歓
会

が
ヽ
‐６
日
に
当
会
に
所
属
す
る
４
団

体

（蒲
田
工
業
協
会
お
よ
び
経
営
研

究
会
、
大
森
工
場
協
会
お
よ
び
Ｙ
Ｍ

ク
ラ
ブ
、
工
和
会
協
同
組
合
お
よ
び

工
和
成
年
会
、
蒲
田
工
業
協
同
組
合

お
よ
び
木
鶏
会
）
に
よ
る
新
春
講
演

会

・
賀
詞
交
歓
会
が
開
か
れ
た
。
会

場
は
ど
ち
ら
も
、
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
近
く

の
大
田
区
民
ホ
ー
ル

・
ア
プ

リ

コ
。

製
造
業
を
中
心
と
し
た
大
田
区
の
企
業

経
営
者
が
集
ま
り
、
杯
を
交
わ
し
て
新

年
を
祝

っ
た
。

１
月
９
日
１７
時
か
ら
開
か
れ
た
新

年
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
最
初
に
大
田
区

商
店
街
連
合
会
の
相
川
英
昭
会
長
が
開

会
の
辞
を
述
べ
、
続
い
て
東
京
商
工
会

議
所
大
田
支
部
の
浅
井
隆
会
長

（〈株
〉

浅
井
会
長
）
、
東
京
商
工
会
議
所
の
野

本
弘
文
副
会
頭

（東
急

（
株
）
会
長
）

が
挨
拶
し
た
。

来
賓
挨
拶
と
し
て
鈴
木
晶
雅
大
田

区
長
、
鈴
木
隆
之
大
田
区
議
会
議
長
、

衆
議
院
議
員
の
平
将
明
氏
、
同
松
原
仁

三団体賀詞交歓会風景

氏
が
登
壇
。
鈴
木
区
長
は

「昨
年
は
新
空
港
線

（蒲

蒲
線
）
の
事
実
上

の
事

業
認
可
を
い
た
だ
い
た
。

蒲
田
東
西
の
ま
ち
づ
く

り
の
み
な
ら
ず
、
東
急
沿

線
、
京
急
沿
線

の
ま
ち

づ
く
り

へ
と
つ
な
げ
る
。

２
０
２
６
年
は
区
政
８０

周
年
。
馬
の
よ
う
な
駆
け

ぬ
け
る
勢

い
で
確
か
な

成
果
を
出
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

東
京
商
工
会
議
所
大

田
支
部
の
佐
山
行
宏
副

会
長

の
乾
杯

で
祝
宴
が

始
ま
る
と
、
会
場

の
あ

ち
こ
ち
で
談
笑

の
花
が

咲
い
た
。

中
締
め
挨
拶
は
、
当

会

の
広
瀬
安
宏
会
長
。

「今
年
は
厳
し
い
年
に
な

る
の
で
は
と
予
想
し
て

い
る
。
し
か
し
、
我

々

は
バ
ブ

ル
崩
壊
な
ど
危

機
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

み
ん
な
と
手
を
携
え
、
技

術
と
経
験
を
駆
使
し
て

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

と
語
り
、
宴
席
を
締
め

た
。１
月
１６
日
の
新
春
講

●
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演
会
で
は
講
師
と
し
て
松
本
興
産
（株
）

取
締
役
で
ス
タ
ー
コ
ン
パ
ス
社
長
の
松

本
め
ぐ
み
氏
を
招
い
た
。
演
題
は

「変

化
の
時
代
を
勝
ち
抜
く
！

″稼
げ
る
見

え
る
化
経
営
″
―
現
場
力
と
人
材
を
育

て
る
風
船
会
計
⑮
ｌ
」
。

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ

ニ
ア

出
身
の
松
本
氏
は
、
事
業
を
営
む
夫
と

結
婚
し
た
こ
と
で
、
松
本
興
産
に
入
社

す
る
。
秩
父
の
山
奥
に
あ
る
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
の
松
本
興
産
は
、
従
業
員

２
８
０
名
、
グ
ル
ー
プ
売
上
高
４５
億
円

と
い
う
中
堅
企
業
な
が
ら
も
、
「
５
年

前
ま
で
派
閥
争
い
が
ひ
ど
く
、
社
内
は

殺
伐
と
し
て
い
た
」
（松
本
先
生
）
と

い
う
。
経
営
は
管
理
職
を
批
判
し
、
管

理
職
は
現
場
を
批
判
し
、
現
場
は
経
営

を
批
判
す
る
。
ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
に
他

責
思
考
が
蔓
延
し
て
い
く
な
か
、
当
時

の
正
社
員
６。
人
の
う
ち
３。
人
が

一
斉
に

退
職
し
て
し
ま
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍

も
重
な
り
、
松
本
興
産
は
赤
字
に
転
落

し
て
し
ま
う
。

会
社
を
建
て
直
す
に
は
、
経
営
か

ら
管
理
職
、
現
場
ま
で
、
み
ん
な
の
目

線
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
会

計
の
考
え
方
を
現
場
に
理
解
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
た
が
、
数
字
の
羅
列

で
あ
る
会
計
に
興
味
を
持
た
せ
る
の
は

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
松
本

先
生
が
取
り
入
れ
た
の
が
、
会
計
を
ビ

ジ

ュ
ア
ル
化
し
て
理
解
さ
せ
る
こ
と

だ

っ
た
。

貸
借
対
照
表
は

「
豚
の
貯
金
箱
」

に
例
え
た
。
左
側
の
資
産
に
は
、
現
金

や
株
式
な
ど
の
流
動
資
産

（現
金
化
し

や
す
い
資
産
）
の
ほ
か
、土
地
や
工
場
、

機
械
な
ど
の
固
定
資
産

（現
金
化
し
に

く
い
資
産
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

２
つ
の
資
産
状
況
を
立
ち
上

が

っ
た
豚
の
貯
金
箱
と
し
て

表
現
し
た
。
流
動
資
産
が
大

き
け
れ
ば
胸
板
が
厚
く
、
固

定
資
産
が
大
き
け
れ
ば
下
半

身
太
り
と
い
っ
た
具
合
に
。

損
益
計
算
書
は
、
風
船
と

重
り
に
例
え
た
。
風
船
は
売

上
高
。
売
り
上
げ
が
上
が
れ

ば
大
き
く
な
り
、
下
が
れ
ば

し
ぼ
む
。
重
り
は
外
注
費
や

材
料
費
な
ど
売
上
高
に
応
じ

て
増
減
す
る
変
動
費
で
、
風

船
の
中
に
入

っ
て
い
る
。
さ

ら
に
風
船
は
チ

ュ
ー
ブ

で
気

球
に
繋
が

っ
て
お
り
、
風
船

が
大
き
く
な
れ
ば
中
の
ガ
ス

（利
益
）
が
、
チ
ュ
ー
ブ
を
通

っ
て
気

球
に
移
動
す
る
と
表
現
し
た
。気
球
は
、

人
件
費
や
家
賃
な
ど
売
上
高
の
増
減
に

よ
っ
て
変
動
し
な
い
固
定
費
を
意
味
す

る
。
風
船
か
ら
流
れ
込
む
利
益
が
気
球

の
中
に
満
ち
る
と
、
企
業
は
浮
上
す
る

（儲
か
る
）
と
説
明
し
た
。

風
船
会
計
を
使
い
、
社
員

一
人

一

人
が
利
益
の
重
要
性
を
心
底
理
解
し
た

こ
と
で
、
社
員
の
行
動
が
改
善
。
経
費

を
大
事
に
使
う
、
在
庫
を
持
ち
す
ぎ
な

い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
利
益
を

最
大
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
松
本
興
産
の
業

績
は
改
善
。
２
０
２
２
年
は
売
上
高

２５
億
円
で
、
２
・
５
億
円
の
赤
字
だ

っ

た
が
、
２
０
２
４
年
に
は
売
上
高
３３
億

円
、
営
業
利
益
ｌ
。
４
億
円
と
黒
字
化

に
成
功
し
た
。
２
０
２
５
年
は
売
上
高

３‐
億
円
で
減
収
と
な
っ
た
が
、
営
業
利

益
１
・５
億
円
と
増
益
と
な
っ
た
。

そ
の
後
に
開
か
れ
た
賀
詞
交
歓
会

で
　
′
ｔょ
、
参
加
者
は
松
本
先
生
と
積
極
的

に
名
刺
交
換
し
風
船
会
計
に
つ
い
て
質

問
し
て
い
た
。
風
船
会
計
を
取
り
入
れ

る
企
業
が
増
え
れ
ば
、
２
０
２
６
年
の

大
田
区
経
済
は
、
雲
よ
り
高
く
浮
上
す

る
に
違
い
な
い
。

研

広瀬会長

i職衡連

講演する松本先生

鈴木区長

ぅ二・
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セミナー風景

市川先生

1月 ■はじめての鰤 ll練

4月 14日 (火)、 21日 (火)、 28日 (火)(毎火曜日3日間)9:15～ 16:30

5月 ■新入社員セミナー
5月 13日 l水)、 14日 l木)、 15日 (金)(平日3日間)9:30-16:30
■やさしい国面の見方講座【1回目】(城南職業能力開発センター大田校開催)

5月 13日 (水 )、 20日 (水)(毎水曜日2日間)9:15～16:30

★理事会 5月下旬開催

6月  ☆大田工連第67固定時総会 6月 4日 l木)18:30-
7月 ■CAD製図【初細:】講座 (Auto⊂AD20241 7月 7日 (殉、14日 (火 )、 21日 (殉
毎火曜日3日間9:15～16:30

■【第1回】産業のまち発見隊鴫子工場見学会」 7月 24日 (金)9:30-16:30
明  ■【第2回】産業のまち発見隊「親子工場見学会」 8月 25日 (火)9:30-16:30
■夏休みロボット教室 8月 29日 (土)、 30日 (日 )(2日間)10:00-16:00

10月 ■CAD製図【中級】講座(AutoCAD2025)

10月 3日 (土)、 10日 (上)、 17日 (土)(毎土曜日3日間)9:15～ 16:30

■秋のロボットセミナー 10月中開催予定

☆理事会10月下旬開催

★優良従業員表彰10月 1日

夫硼五碧目自豊 2929《職9》尋自乳タツ4-―ル

奥山委員長

11月 ■実践汎用旋盤・ フライス盤講座【1回目】

11月 11日 (水l、 18日 (水)、 25日 (水l(毎水曜日3日間)9:15～ 16:30

■新入社員セミナーフォローアツプ研修 11月 13日 (金)13:00-17:∞
■ロボットプログラミング教室 11月 15日 (日 )開催予定 10:00-16:∞

2027 R9年
1月 ■3団体 (※ )賀詞交歓会 1月中旬開催予定 17100～ 19:∞
(※ )東京商工会議所大田支部・大田区商店街連合会。大田工業連合会

■実践汎用旋盤。フライス盤講座【2回目】

2月 6日 (土)、 13日 (土)、 20日 (上 )。 毎土曜日3日間9:15～16:30

2月 ■やさしい国面の見方講座【2回目】2月中旬開催予定18:30～21:30(全5日間)
(日本工学院での開催)

■経営者育成・会計セミナー2月～3月中開催予定

3月 ※その他セミナーについては、日程が決まり次第ご案内させて頂きます。
(

大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協

議
会

は
２
月
２０
日
、
大

田
区
産
業

プ

ラ
ザ
Ｐ
ｉ
０
２
階

の
会
議
室

で
、

令
和
７
年
度
講
演
会
を
開
催
し
た
。

テ
ー

マ
は
中
小
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ

（合

併

。
買
収
）
の
実
例
で
、
タ
イ
ト
ル

は

「
大
田
区
の
経
営
者
が
知

っ
て
お

き
た
い
Ｍ
＆
Ａ
の
極
意
。
～
あ
の
時

こ
う
し
て
お
け
ば

・
・
・
～
」
。
講

師
は

（株
）
サ
ク
シ
ー
ド
、
専
務
取

締
役
の
市
川
優
氏
が
務
め
た
。

講
演
会
の
開
始
に
あ
た
り
、
委
員

長
で
あ
る
奥
山
隆
行

（日
新
電
気
株

式
会
社
社
長
）
が
挨
拶
。
「
Ｍ
＆
Ａ

に
関
す
る
セ
ー
ル
ス
の
手
紙
や
電
話

は
日
々
届
き
、
辟
易
と
す
る
時
も
あ

る
。
し
か
し
Ｍ
＆
Ａ
は
中
小
企
業
に

と

っ
て
事
業
規
模
の
拡
大
、
多
角
化

に
必
須
な
ツ
ー
ル
だ
と
思
う
。
し

っ

か
り
と
学
び
、
仕
事
に
役
立
て
て
い

き
た
い
」
と
語

っ
た
。

市
川
先
生
は

「
最
近
の
Ｍ
＆
Ａ
仲

介
業
界
で
は
専
門
業
者
の
業
績
が
苦

し

い
。
そ
こ
に
は
Ｍ
＆
Ａ
が
持

つ
、

『乗

っ
取
り
』
『
お
金
で
解
決
』
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
皆
様

の
お
手
元
に
届
く
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル

（
Ｄ
Ｍ
）
の
費
用
負
担
も
あ
る
。

一
説
に
よ
る
と
何
百
億
円
と
言
わ
れ

る
」
と
業
界
の
現
状
を
説
明
。

市
川
先
生
に
よ
る
と
、
Ｍ
＆
Ａ

仲
介
業
者
は
企
業
の
謄
本
か
ら

経
営
者
の
住
所
を
探
し
出
し
て

送
付
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
企

業
情
報
調
査
会
社
か
ら

「後
継

者
の
い
な
い
会
社
」
な
ど
の
条

件
で
情
報
を
買
い
取
り
、
営
業

に
使
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と

い
う
。
市
川
先
生
は
業
界
の
現
状
を

詳
ら
か
に
し
た
後
、
地
域
内
に

お
け
る
事
業
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
の

注
意
点
を
説
明
し
た
。

「
皆
様
も
今
後
は
、
知
り
合

い
か
ら
事
業
を
継
い
で
く
れ
な

い
か
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
中
小
企
業
の

場
合
、
工
場
は
会
社
名
義
だ
が
、

土
地
は
社
長
個
人
名
義
と
い
う
場
合

が
あ
り
ま
す
、
買
い
手
企
業
と
し
て

は
、
将
来
に

『出
て
行

っ
て
ほ
し
い
』

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
土
地
も
購
入

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
社
長

の
乗
用
車
が
社
用
車
と
な

っ
て
い
る

場
合
、
そ
の
車
の
金
額
も
シ
ビ
ア
に

査
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
金

に
ま

つ
わ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
話
に
踏

み
込
ん
で
行
く
場
合
、
知
り
合

い
同

士
で
は
遠
慮
も
あ

っ
て
話
が
し
に
く

い
。
そ
こ
が
知
り
合
い
同
士
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
難
し
さ
で
あ
り
、
専
門
業

者
の
必
要
性
が
出
る
と
こ
ろ
で
す
」

「
子
供
な
ど
親
族
に
承
継
し
よ
う

と
し
て
も
、
能
力
が
あ
る
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
従
業
員
に
承
継
し
よ
う

と
し
て
も
、
年
収
数
百
万
円
の
人
が

数
千
万
円
の
株
式
を
買
い
取

っ
て
承

継
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。
そ

う
な
る
と
第
二
者
に
売
る
し
か
な
い

で
す
が
、
そ
う
す
る
と

『
身
売
り
』

と
呼
ば
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
私
は
、

Ｍ
＆
Ａ
は
、
と
て
も
切
実
な
や
む
を

得
な
い
判
断
だ
と
思
い
ま
す
」

「
経
営
者
は
い
つ
か
ら
承
継
を
考

え
れ
ば
良

い
の
か
と
聞
か
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
自
分
が
社
長
に
な

っ
た

次

の
日
か
ら
考
え

る
の
が
正
解

で

す
。
社
長
し
か
で
き
な
い
業
務
や
判

断
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
会
社

を
強
く
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま

す
」「
Ｍ
＆
Ａ
で
大
事
な
の
は
税
金
問

題
で
す
が
、
普
段
お
付
き
合
い
の
あ

る
税
理
士
に
頼
む
の
は
お
勧
め
し
ま

せ
ん
。

一
生
に

一
回
の
こ
と
で
あ
り
、

Ｍ
＆
Ａ
の
プ

ロ
に
お
願
い
す
る
の
が

良
い
と
思
い
ま
す
」

さ
ら
に
市
川
先
生
は
、
Ｍ
＆
Ａ
に

は
会
社
全
体
を
譲
る

『
株
式
譲
渡
』

と

一
部
の
事
業
を
譲
る

『事
業
譲
渡
』

の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
、
Ｍ
＆
Ａ
の

事
業
価
値
の
算
定
方
法
は
相
続
税
と

異
な
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。
自
ら
の

経
験
を
交
え
、
ト
ッ
プ
は
交
渉
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
格
好
で
臨
む
こ
と
、

決
断
は
相
手

へ
の
礼
儀
と
し
て
早
く

す
る
べ
き
と
い
う
こ
と
、
Ｍ
＆
Ａ
を

し
た
後
は
、
売
り
手
側
の
会
社
の
従

業
員
を
安
心
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ま

で
の
３
倍
の
頻
度

・
密
度
で
接
す
る

こ
と
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
引
し
た
。

最
後
は
Ｍ
＆
Ａ
の
具
体
事
例
が
紹

介
さ
れ
た
。
売
り
手
企
業
が
債
務
超

過
だ

っ
た
が
、
技
術
者
が
１５
人
い
る

こ
と
を
評
価
さ
れ
買
収

に
至

っ
た

ケ
ー
ス
、
事
業
の
シ
ナ
ジ
ー
を
目
指

し
た
布
団
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
と
お
し

ば

リ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
会
社

の
Ｍ
＆

Ａ
、
後
継
ぎ
の
い
な
い
そ
ば
屋
を
承

継
し
た
会
社
員
の
例
な
ど
、
事
例
は

多
岐
に
わ
た

っ
た
。

講
義
後
は
京
急
蒲
田
の
春
香
園
で

懇
親
会
を
開
催
。
講
師
を
交
え
酒
杯

を
酌

み
交
わ
し
、
講
義

の
感
想
を

口
々
に
語
り
合

っ
た
。
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